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会員（OB/OG）近況報告
未来医学研究会のいま特集Ⅲ
非常勤講師（日本医療科学大学、日本工学院専門学校、国際メディカル専門学校、
読売理工医療専門学校、自衛隊衛生学校）
田中 秀明
Hideaki TANAKA
会員（OB/OG）近況報告
OB仲間で医療系学生の指導に頑張っています。
定年まで勤め上げた日本光電、最後は毎年
週に1日ずつ出勤日を減らし、完全リタイア
軟着陸を計りました。
が、請われるままに非常勤講師を勤め、気
が付けばほぼ毎日仕事です。縁というか、巡
り合わせというか、カリキュラム卒業生とご
一緒させてもらっているところばかりです。
あの厳しかったMEカリキュラムの恩を若
い技士の卵を通してお返しできている、あり
がたいことです。
講義は学校により違う科目を担当するよう
にして楽しんでおります。
読売理工医療専門学校では「医療機器の歴
史」を講義。カリキュラム時代にお世話になっ
た伊藤寛志先生（第1期よりカリキュラムを強
力に推進、その後杏林大学教授）にもお会いし、
最初の授業であった大鳥先生の「医史学」の
話で盛り上がりました。ここの科長は菅野敬
祐さんで、もちろんOB（写真1）。
日本医療科学大学では「医用機械工学」、講
義後はOBで大会長もされた平井紀光先生の教
授室で常に談笑（写真2）。新教授の「中尾教
伸先生」は平井先生の勧めで現役のカリキュ
ラム生。この部屋にも入り浸っています。
日本工学院専門学校では「医用計測装置学」
「医用治療機器学」。ここにもOBの岡崎誠先生
がおられ、よくお話をします。（写真3）
新潟にある国際メディカル専門学校では「生
体計測装置測定実習」。同じく非常勤講師の石
川貞夫さんがOB。卒業研究の発表会の後の記
念撮影です（写真4）。
大学・学校以外では生体医工学会技術教育写真1
写真2 写真3
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21期卒業の武田朴と申します。今年で71歳
となりました。いまだに、大学に行っては研
究を手伝ったり、非常勤で講義を受け持たせ
ていただいています。定年退職後縁があり、
東京工科大学臨床工学科に教授として着任し、
それも定年退職し、現在は客員教授として非
常勤でいくつかの講義を受け持っています。
現在は9月から1月までは週に3回は東京工科
大学で講義をするために行くほか、共同研究
をしている関係上年間を通して、週に何日か、
東京工科大学に伺っています。大学に移って
からの足掛け7年間で7本ほど論文の著作を手
伝いました。未来が広がる学生との交流はあ
まり未来が広くない私を大変元気づけるもの
があります。35年前に社長に来た非常勤講師
の依頼を「若いものにやらせろ」の一言で私
のお鉢が回り、90分×15回分の原稿を作り、
講じるのは結構つらい思いでしたが、機会を
与えていただき、何とかやり通したことがい
まだに仕事をいただけるという意味で、大変
プラスになったと思います。後輩の皆さんに
も大変な仕事をする機会とやり通せるだけの
頑張りがあると自分が期待したほどではない
にしろ、良い結果が得られるように思います。
趣味の世界では、学生時代から参加してい
たギタークラブのOB会に参加し、今年もOB
演奏会に参加しました。また地域のギターク
ラブに参加し、団地のお祭り、公民館のお祭
り、小学校のお祭りに参加して下手なギター
をひいています。ギタークラブ設立50周年の
記念会に歌手生活50年を迎えた加藤登紀子さ
んを迎え伴奏に参加させていただき、得難い
経験もしました。齢70を超えた仲間の話題に
来年何をやろうかという話題がでるのは大変
幸せなことだと思っています。若い皆さんも
現役を引退したときにも明日の予定がある生
委員会のME技術実力検定試験委員会にて福
島医療機器産業推進機構でご活躍のOBの大庭
和夫さんと（写真5）。これも若い技士・技術
者教育の一環です。
武田 朴
Sunao TAKEDA
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